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（１）損益概況 

【累計】       参考： 

 17 年３月期中間
（16年４月～16年９月）

18 年３月期中間
（17年４月～17年９月）

前年同期比 
 
17 年３月期 

 金額 金額 増減額 増減率  金額 
 （百万円） （百万円） （百万円） （％）  （百万円） 

売 上 高 115,167 132,502 17,335 15.1  252,963

営 業 利 益 12,319 16,460 4,141 33.6  30,159

経 常 利 益 12,926 17,383 4,457 34.5  30,987

中間(当期)純利益 6,882 10,370 3,488 50.7  16,303

1株当たり中間(当期)純利益(円) 152.94 230.86   362.30

1株当たり中間(年間)配当金(円) 20.00 50.00   100.00
    ※ カッコ内は、４月 27 日に発表した中間業績見通し。また、前年同期比欄のカッコ内数値は、中間業績見通しに対す

る増減金額および増減率。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）業種別売上高 
【累計】 参考： 

 17 年３月期中間 
（16年４月～16年９月） 

18 年３月期中間 
（17年４月～17年９月） 

 
17 年３月期 

 金額 構成比 金額 構成比  金額 構成比 

 （百万円） （％） （百万円） （％）  （百万円） （％） 

金融サービス業 62,941 54.7 79,286 59.8 149,864 59.2
流 通 業 21,554 18.7 23,628 17.8 43,138 17.1
その他民間企業 22,269 19.3 21,232 16.0 42,668 16.9
官 公 庁 8,401 7.3 8,356 6.3 17,291 6.8
合 計 115,167 100.0 132,502 100.0 252,963 100.0

 

 ※上記金額のうち、野村証券グループおよびセブン＆アイグループ向けの売上 

野村証券ｸﾞﾙｰﾌﾟ 28,883 25.1 36,387 27.5 67,000 26.5
セブン＆アイグループ 14,268 12.4 17,008 12.8 30,597 12.1

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 売上高は金融サービス業向けの好調により、1,325 億円と前年同期比 15.1％の増収になった。 

● 営業利益は、164 億円と前年同期比 33.6％の増益となった。 

● 中間純利益は、103 億円と前年同期比 50.7％の増益になった。 

● 当期の中間配当は 1株当たり 50 円。 

 

● 金融サービス業向けは、金融機関の合併にともなうシステム統合案件や証券業向け大型システム開発案件が牽引し、

全般に好調に推移した。 
● 流通業向けは、主要顧客向け案件を中心に順調に推移した。 
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（３）セグメント情報 
 

 システムソリューションサービス 
【累計】 参考： 

 17 年３月期中間 
（16年４月～16年９月） 

18 年３月期中間 
（17年４月～17年９月） 

前年同期比 
 

17 年３月期 

 金額 金額 増減率  金額 構成比 

 （百万円） （百万円） （％）  （百万円） （％） 

 開発・製品販売 37,330 49,419 32.4  89,386 35.3
 運 用 処 理 48,266 51,175 6.0  97,559 38.6
 商 品 販 売 等 10,413 10,620 2.0  26,284 10.4
売 上 高 96,011 111,215 15.8  213,230 84.3
営 業 利 益 9,712 14,255 46.8  24,483

 
 

 

 

 

 

 

 
 

 コンサルティング・ナレッジサービス 

【累計】 参考： 

 17 年３月期中間 
（16年４月～16年９月）

18 年３月期中間 
（17年４月～17年９月）

前年同期比 
 

17 年３月期 

 金額 金額 増減率  金額 構成比 

 （百万円） （百万円） （％）  （百万円） （％） 

売 上 高 19,156 21,287 11.1  39,733 15.7
営 業 利 益 2,606 2,197 △15.7  5,692

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 開発・製品販売の売上高は、金融サービス業向けが全般に好調に推移したことにより、前年同期比 32.4％の増収と 

なった。その結果、システムソリューションサービスの売上高は、前年同期比 15.8％の増収となった。 

● コンサルティング・ナレッジサービスの売上高は、前年同期比 11.1％の増収となった。 
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（４）受注情報 

受注高 
 17 年３月期中間 

（16年４月～16年９月） 

18 年３月期中間 
（17年４月～17年９月） 

前年同期比 

 金額 金額 増減率 

 （百万円） （百万円） （％） 

 開発・製品販売 44,973 55,263 22.9 
 運 用 処 理 10,977 9,123 △16.9 
 商 品 販 売 等 10,413 11,673 12.1 
システムソリューションサービス  66,364 76,060 14.6 
コンサルティング・ナレッジサービス  14,508 17,154 18.2 
  合  計 80,872 93,214 15.3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受注残高 
 17 年３月期中間末 

(16 年９月 30 日) 

18 年３月期中間末 

(17 年９月 30 日) 
前年同期末比 

 金額 金額 増減率 

 （百万円） （百万円） （％） 

 開発・製品販売 21,106 19,780 △6.3 
運 用 処 理 42,104 45,923 9.1 

 
商 品 販 売 等 － 1,052 － 

システムソリューションサービス  63,211 66,756 5.6 
コンサルティング・ナレッジサービス  11,043 11,859 7.4 
  合  計 74,254 78,615 5.9 

 
 
 ● 受注残高は、開発・製品販売が前年同期比 6.3％の減少となったものの、全体では前年同期比 5.9％増加した。
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（５）外注実績 

セグメント別外注実績および生産実績に占める割合 
【累計】 参考： 

 17 年３月期中間 
（16年４月～16年９月） 

18 年３月期中間 
（17年４月～17年９月） 

前年同期比 
 

17 年３月期 

 金額 構成比 金額 構成比 増減率  金額 構成比 

 （百万円） （％） （百万円） （％） （％）  （百万円） （％） 

 開発・製品販売 17,210 58.3 24,104 61.3 40.1  39,804 60.2
 運 用 処 理 12,218 32.9 11,796 32.4 △3.5  24,245 32.9
システムソリューションサービス 29,429 44.2 35,900 47.4 22.0  64,049 45.8
コンサルティング・ナレッジサービス 4,313 36.3 5,133 37.1 19.0  9,123 36.8
合 計 33,742 43.0 41,034 45.8 21.6  73,173 44.5

うち、中国ｵ ﾌ ｼ ｮ ｱ開発  ※ 2,509 7.4 4,775 11.6 90.3  6,459 8.8
 ※ 総外注実績に対する、中国開発業務委託企業の外注実績の割合を表示しております。 

 

 

（６）キャッシュ・フロー 
 参考： 
 17 年３月期中間 

（16 年４月～16 年９月）

18 年３月期中間 

（17 年４月～17 年９月）
前年同期比 

 
17 年３月期

  
 

金額 

（百万円） 

金額 

（百万円） 

増減額 

（百万円） 

増減率 

（％）  
金額 

（百万円） 

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,882 11,473 6,590 135.0  27,569

投資活動によるキャッシュ・フロー △46,339 △16,521 29,817 △64.3  △81,981

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,903 △4,684 △2,780 146.1  △3,928

現金及び現金同等物に係る換算差額 330 90 △239 △72.5  205

現金及び現金同等物の増加額（又は減少額：△） △43,029 △9,641 33,387 △77.6  △58,134

現金及び現金同等物の期首残高 96,812 38,677 △58,134 △60.0  96,812

現金及び現金同等物の中間期末(期末)残高 53,782 29,035 △24,747 △46.0  38,677
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損益概況 

 17年３月期 
（実績） 

18年３月期 
（予想） 前期比 

 金額 
（億円） 

金額 
（億円） 

増減率 
（％） 

売 上 高 2,529 2,700 6.7 
営 業 利 益 301 340 12.7 
経 常 利 益 309 354 14.2 
当 期 純 利 益 163 210 28.8 
1 株当たり当期純利益 (円 ) 362.30 467.65  
 中 間 （ 円 ） 20.00 50.00  
 期 末 （ 円 ） 80.00 80.00  
1 株当たり年間配当金 (円 ) 100.00 130.00 30.0 

    ※ 平成 17 年 10 月 14 日に、連結業績予想を修正いたしました。 
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NNRRII野野村村総総合合研研究究所所  
 

■ 経営関連 
・ 中間および通期業績予想の修正に関するお知らせ ( 2005/10/14 )

・ 役員の異動について ( 2005/09/30 )

・ 組織の一部改正と役員の異動について ( 2005/09/16 )

・ 連結子会社との合併に関するお知らせ ( 2005/09/16 )

・ 野村総合研究所（上海）有限公司が北京事務所を開設 

～NRI グループ、中国でのコンサルティングニーズ拡大に対応～ 

( 2005/09/09 )

・ 野村総合研究所が台湾最大の流通企業である統一超商のシステム子会社「統一資訊有限公司」に

出資 

～中国市場を睨み、アジアでの流通システムソリューションの提供を本格展開～ 

( 2005/09/07

 

)

・ ストックオプション（新株予約権）の行使に際して払込をすべき金額等の確定に関するお知らせ ( 2005/07/01 )

・ ストックオプション（新株予約権）の発行内容等に関するお知らせ ( 2005/06/24 )

・ 役員の異動について ( 2005/06/23 )

・ 自己株式の取得結果に関するお知らせ ( 2005/05/12 )

・ 役員報酬制度の見直しおよび役員退職慰労金制度の廃止について ( 2005/04/27 )

・ ストックオプション（新株予約権）に関するお知らせ ( 2005/04/27 )

・ 自己株式の買受けに関するお知らせ ( 2005/04/27 )

・ 主要株主の異動に関するお知らせ ( 2005/04/01 )

 

■ 業務提携 
・ 野村総合研究所と日本 HP オープンソース・ソフトウェア分野で包括的な協業 

－金融、流通業をターゲットに、安定したオープンソース・ソフトウェアの IT システムを提供－ 

( 2005/08/30 )

・ 野村総合研究所、NRI セキュアテクノロジーズ、日本ベリサインが共同でフィッシング対策ソリューショ

ンの提供を開始 

～正規サイトへのアクセス状況をブラウザのツールバーへ表示するサービスの提供を7月より開始～

( 2005/06/28 )

・ 野村総合研究所、日立ソフト、ＫＤＤＩ au 第 3 世代携帯電話を活用した企業システム構築で協業 

～BREW®プラットフォームと連携する基幹業務システム構築ソリューションを展開～ 

( 2005/06/27 )

・ 野村総合研究所 と JBoss 、J2EE 仕様準拠オープンソース・アプリケーションサーバの導入支援で

協業 

～ＮＲＩは日本初の JBoss 認定プレミアサービスパートナーに～ 

( 2005/05/24 )

・ 野村総合研究所とインテルが共同で、ハイアット・リージェンシー・オーサカに無線 LAN 対応ノートブッ

ク PC と IP 電話による先進的な音声・データ統合環境を構築 

～現場業務における IT の有効活用により、年間約 4,800 時間の「業務効率化」を実現～ 

( 2005/04/13 )

 

■ 商品・サービス（システムソリューションサービス） 
・ 顧客の声を経営や商品開発に生かすテキストマイニング技能の認定制度を開始 ( 2005/10/19 )

・ オープンソース・サーバ基盤「OpenStandia」（オープンスタンディア）の提供を開始 

～オープンソースを活用したインフラ構築の信頼性と効率を大幅に向上～ 

( 2005/08/26 )

・ 松下電工が“お客様の声”を会社経営に反映する取り組みを全社で開始 

～お客様の声情報システム「VOC21」を野村総合研究所の協力により構築～ 

( 2005/08/25 )

・ テキストマイニング技術を活用した特許分析ツール「TRUE TELLER パテントポートフォリオ」を 8 月末

発売予定 

～企業が保有する特許群の強み／弱みを、独自の手法でマクロ・ミクロに分析～ 

( 2005/08/10 )

・ 野村総合研究所のアグリゲーション技術を活用し、みずほ銀行とマネックス・ビーンズ証券が「オンラ( 2005/07/29 )
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イン証券仲介サービス」を開始 

・ 地震発生時の事業継続計画(BCP: Business Continuity Plan)策定支援サービスの提供開始について

～地震リスクへの総合的コンサルティングサービスを 5 社で展開～ 

( 2005/07/28 )

・ モバイル/ワイヤレス・ネットワーク向け通信ミドルウェア「Mobiletune ver2.0」を発売 

～セキュリティ機能をさらに強化、多様なモバイル通信環境で通信時間・通信データ量を大幅削減～ 

( 2005/07/11 )

・ ＮＲＩがインターネットリサーチサービス「TRUENAVI」（トゥルーナビ）の提供を開始 ( 2005/06/30 )

・ あいおい損保、野村総合研究所の支援を受け個人情報漏えい対策強化へ 

～損保業界初、生体認証を導入したセキュリティレベルの高い PC利用環境を構築～ 

( 2005/06/29 )

・ 経営トップが朝の 10 分間で顧客の生の声を把握できる「TRUE TELLER 顧客の声ポータル」を発売

開始 

～真の顧客視点への意識改革を実現、大手メーカーで経営層向け顧客の声活用システムが稼動～ 

( 2005/06/28 )

・ テキストマイニングで FAQ の作成や更新業務を大幅に効率化する「TRUE TELLER FAQ ナレッジ

Ver.2.0」を発売 

～ユーザの FAQ利用/貢献度分析を追加、事例分析機能で FAQ作成作業を更にサポート～ 

( 2005/06/13 )

・ 異言語プログラム間の整合性チェックの自動化に成功 

～ＮＲＩと名古屋大、産学連携による研究成果を実用化～ 

( 2005/05/25 )

・ 投信窓口販売支援システム「BESTWAY/AM」のバックアップセンターを大阪に構築 

～災害発生時等の安定的なビジネス継続を支援～ 

( 2005/04/28 )

・ Web3 階層システム開発・実行基盤「オブジェクトワークス R6.5」を販売開始 

～SOA を活用した認証基盤の構築を実現 個人情報保護対策も充実～ 

( 2005/04/26 )

・ ＮＲＩグループが共同で IT 基盤ソリューション「GranArch（グランアーク）」を本格的に展開 

～ユーザ視点のサービスとして IT 基盤ソリューションを提供～ 

( 2005/04/25 )

・ 日本郵政公社より「投資信託窓口販売システムの構築、保守・運用支援」案件を受注 ( 2005/04/25 )

・ 2006 年 1 月より、一般債振替制度対応の共同利用型サービスを提供開始 

～保振接続と日銀ネット接続をトータルにサポート～ 

( 2005/04/05 )

 

■ 商品・サービス（コンサルティング・ナレッジサービス） 
・ 2005 年 10 月より、「ブランド価値評価サービス」を開始 

～企業のブランド価値を定量的に評価～ 

( 2005/10/11 )

・ マニア消費者市場を新たに推計、04 年は主要 12 分野で延べ 172 万人、4,110 億円規模 

～「オタク層」を 5 タイプに分類、マーケティングフレーム新「3C」も提案～ 

( 2005/10/06 )

・ 国内株式売買執行コスト算出のユニバース評価サービスを開始 ( 2005/10/03 )

・ CIO は経営･事業部門・IT 部門の三位一体の中で IT の「全体最適」の実現を 

～CIO のための IT 経営手法の実務書「最新 図解 CIO ハンドブック」を発刊～ 

( 2005/09/06 )

・ 無線ブロードバンドサービス、2008 年には 2150 万端末の需要満たせず 

～1.9／2／2.5GHz 帯へのWiMAX 導入や次世代 PHSの開発が急務～ 

( 2005/07/26 )

・ 総合エレクトロニクス企業内の電子部品事業部門の戦略的切り出し子会社化が電子部品産業の国

際競争力アップと 1 兆円市場創出を促進する 

( 2005/06/27 )

・ 2005 年は中国の携帯電話端末、2006 年は PC市場が金額規模で日本市場を上回る年に 

～NRI が中国 IT 市場主要 7分野のベンチマーキング結果を発表～ 

( 2005/06/14 )

・ デジタル機器と家庭内 LAN の普及がコンテンツ流通産業の業態を変える 

～ネットユーザ平均で映像130時間分、音楽311.4曲をPCに蓄積 デジタル家電とPCを相互利用し

た視聴スタイルが浸透 ～ 

( 2005/06/02 )

・ 企業の広告・宣伝手法は、マスメディアから個別対応の IT メディアへ 

～HDR ユーザの過半数がテレビ CM80%スキップ、今年の損失総額は約 540 億円に～ 

( 2005/05/31 )

・ ブロードバンド時代からユビキタスネットワーク時代へ 1ギガ光ネットワーク時代が始動 

～ＮＲＩ、2009 年度までの情報技術の進展を予測した「IT ロードマップ」を発表～ 

( 2005/05/19 )

・ 性犯罪者の前歴情報を一般にも公表すべきという声が 45.9％ 

～治安に関する生活者の意識調査の結果、9割の体感治安は悪化～ 

( 2005/05/13 )

・ 成果主義の定着には、「人の絆」の改革が必須 

～人事制度改革に関する意識調査結果から人事部の新たな役割を提示～ 

( 2005/04/08 )

 



Ⅲ．主要ニュースリリース一覧 

この資料は、投資判断のご参考となる情報の提供を目的としたもので、投資勧誘を目的として作成したものではありません。 
Copyright(C) Nomura Research Institute, Ltd. 8

  

NNRRIIデデーータタササーービビスス  

・ NRIデータサービスとデル、ITIL導入支援サービスで協業 

～短期間かつ低コストでのITIL導入を実現～ 

( 2005/10/06 )

・ NRIデータサービス、統合運用管理ツール「eXsenju」バージョン2.0を販売開始 

～障害検知から障害予測へ 様々な要求に耐える運用基盤を実現～ 

( 2005/05/25 )

・ NRIデータサービスとネットワールドユーティリティコンピューティング基盤の運用実現性を実証 

～運用管理ツール「eXsenju」と仮想マシンソフト「VMware 製品」の実証検証を完了～ 

( 2005/04/20 )

 

NNRRIIセセキキュュアアテテククノノロロジジーーズズ  
・ NRIセキュア､海外の情報セキュリティ関連文書をIPAと共同で翻訳・調査研究 

－米国国立標準技術研究所の情報セキュリティ関連文書を皮切りに共同で翻訳・調査研究を実施－ 

( 2005/08/29 )

・ 4月時点で個人情報保護法への対応が完了している企業は約2割 

～NRIセキュア、「企業における情報セキュリティ実態調査2005」を公表～ 

( 2005/07/20 )

・ NRIセキュア、「SecureCube / PC Check」に新機能 

～情報漏えい防止やログ管理、資産管理などセキュリティ集中管理を強化～ 

( 2005/06/29 )

・ Webサイトのセキュリティ診断サービスに新メニューを追加 

～金融機関などで多くの実績があるサービスを低価格で提供～ 

( 2005/06/10 )

・ セキュリティ・ワンストップ・サービス「SecureCube」に電子メール監査ツール、アクセス制御・監査ツー

ルを追加 

～全メールの保存・チェックとユーザの全アクセス記録の一元管理が可能～ 

( 2005/05/12 )

・ NRIセキュア、「クリプト便」に新ラインアップ 

～Web上で文書公開のセキュリティを高めるASPサービス「クリプト便／DD」～ 

( 2005/05/11 )

・ NRIセキュア、セキュアファイル交換サービス「クリプト便」に「アドレス指定送信機能」を追加 

～事前登録の必要なく、任意のメールアドレスへファイル送信が可能に～ 

( 2005/04/20 )

 

NNRRIIササイイババーーパパテテンントト  
・ 「再公表早期サービス」を開始 

～再公表特許を2年間先取り可能に～ 

( 2005/10/12 )

・ 「XML特許統計サービス」を開始 

～研究者が簡単かつ即時に特許統計を分析可能に～ 

( 2005/09/21 )

・ インターネット特許情報サービス「NRIサイバーパテントデスク」が「米国特許概念検索サービス」を開

始 

( 2005/06/07 )
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